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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

ご
み
の
収
集
・
自
己
搬
入
が
中
止

に
な
り
ま
す

市税等の納付には、
安心・便利で確実な

口座振替をご利用ください！
　預金通帳とお届け印を持参のうえ、市内各金融機関または
ゆうちょ銀行・ 郵便局の窓口でお申し込みください。
　申込日の翌月以降の納期から口座振替を開始します。

　

小
山
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

点
検
作
業
の
た
め
、
５
月
５
日
㈷

は
ご
み
の
収
集
・
自
己
搬
入
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
月
曜
日
に
ご

み
の
収
集
が
あ
る
地
域
に
お
住
ま

い
の
人
は
、
ご
家
庭
で
の
保
管
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
４
月
29
日
㈷
・
５
月
６

日
㉁
は
ご
み
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

★ 

環
境
推
進
課
☎
㉕
１
１
７
２
、

総
合
支
所
経
済
環
境
課
☎

１

３
３
１
（
内
線
２
２
６
）

重
度
心
身
障
害
者
に
「
タ
ク
シ
ー

利
用
券
」
を
配
布
し
ま
す

　

市
で
は
、
重
度
の
障
害
者
が
通

院
や
、
公
的
手
続
き
な
ど
で
タ
ク

シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
に
、
そ
の

利
用
料
金
の
一
部
（
初
乗
料
金
）

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対 

象　

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

級
の
人
、
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
の

人
交 

付
枚
数　

年
間
36
枚
（
平
成
21

年
３
月
末
ま
で
有
効
）

※
た
だ
し
、
重
度
心
身
障
害
者
自

動
車
燃
料
費
助
成
と
の
併
給
は
で

き
ま
せ
ん
。

申 

込　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育

手
帳
お
よ
び
印
鑑
を
持
参
の
う

え
、
左
記
へ

★ 

福
祉
課
☎
㉕
１
１
２
５
・
㉓

１
９
６
３
、
総
合
支
所
健
康
福

祉
課
☎

１
３
３
１
（
内
線
３

１
２
）・

４
２
１
６

自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）
の

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人
へ

　

４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
に
伴
い
、

自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）
の

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人
に
つ
い

て
は
、
自
己
負
担
上
限
額
が
変
わ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
は
、
４
月
中
に
福

祉
課
ま
た
は
総
合
支
所
健
康
福
祉

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

① 

本
人
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
た
場
合

② 

本
人
と
同
じ
医
療
保
険
に
加
入

し
て
い
た
市
町
村
民
税
課
税
者

が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
た
場
合

★ 

福
祉
課
☎
㉕
１
１
２
５
、
総
合

支
所
健
康
福
祉
課
☎

１
３
３

１
（
内
線
３
１
２
）

手
話
講
習
会
「
入
門
講
座
」
を
開

催
し
ま
す

　

初
め
て
の
人
向
け
の
手
話
講
習

会
で
す
。

日 

時  

５
月
15
日
か
ら
11
月
６
日

（
た
だ
し
、
７
月
18
日
か
ら
９

月
３
日
ま
で
を
除
く
）
ま
で
の

毎
週
木
曜
日　

全
20
回　

午
前

10
時
〜
正
午

会
場　

市
民
プ
ラ
ザ

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費 

用　

実
費
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申 

込　

４
月
７
日
㈪
か
ら
５
月
１

日
㈭
ま
で
に
左
記
へ

★ 

福
祉
課
☎
㉕
１
１
２
５
・
㉓

１
９
６
３

春
の
交
通
安
全
運
動
を
実
施
し
ま

す
　
『
人
も
車
も
自
転
車
も　

安
心･

安
全　

埼
玉
県
』
を
目
指
し
て
、

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

期
間　

４
月
６
日
㈰
〜
15
日
㈫

【
本
庄
市
重
点
目
標
】

○ 

自
転
車
の
正
し
い
運
転
と
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ

【
埼
玉
県
重
点
目
標
】

○ 

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

○ 

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

○ 

二
輪
車
対
策
の
推
進
と
安
全
車

間
距
離
の
保
持

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

ま
ち
づ
く
り
課
☎
㉕
１
１
１
８
、

総
合
支
所
総
務
課
☎

１
３
３

１
（
内
線
２
１
５
）

『
い
き
い
き
ハ
ツ
ラ
ツ
生
活
応
援

隊
』
が
始
ま
り
ま
す

　
「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
き
い

き
と
生
活
し
た
い
」、
そ
ん
な
65

歳
以
上
の
み
な
さ
ん
を
応
援
す
る

た
め
に
、
３
会
場
で
教
室
を
行
い

ま
す
。
各
教
室
で
は
、
理
学
療
法

士
・
作
業
療
法
士
・
保
健
師
等
が

み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
体
を
動

か
し
た
り
、
健
康
に
役
立
つ
情
報

を
お
知
ら
せ
し
た
り
し
ま
す
。

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

動
き
や
す
い
服
装
で
、
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★ 
介
護
い
き
が
い
課
☎
㉕
１
７
２

２

時間　午後１時30分～３時
用意　上履き（会場がエコーピアの場合のみ）

開催日程

市税の夜間収納窓口

※市役所へお越しの際は、庁舎東側の夜間休日受付
通用口を、総合支所へお越しの際は、正面玄関をご
利用ください。 

場所 ・市役所１階　　収納課☎㉕１１２０
 ・総合支所１階　収納課児玉税務係

☎ 1331（内線322）

日時 ４月28日（月）　午後５時15分～７時

会場名 ４月 ５月 ６月 ７月

市 民 プ ラ ザ
３日㈭ 13 日㈫ 12 日㈭ ７日㈪

21 日㈪ 29 日㈭ 24 日㈫ 24 日㈭

エ コ ー ピ ア 17 日㈭ 19 日㈪ ５日㈭ 17 日㈭

本庄南公民館 22 日㈫ 15 日㈭ 16 日㈪ 22 日㈫
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しんげの
一言メッセージ市長コラム市長コラム

－世界最古の自転車機能－
門
もん

弥
や

の「陸
りく

船
せん

車
しゃ

」を知っていますか
　滋賀県彦根市立図書館
にある『平

ひら

石
いし

家
け

文書』に、
「武州北堀村（今の本庄市
北堀）の門弥なる人物が、
一
いっ

時
とき

に七里を走り（時速
約14km）、坂も登れる「陸
船車」なる乗り物を作り、
近々将軍がご覧になる。」
という享保14（1729）年
の記録が残っています。
もともとこの古文書は、当主の平石久

く

平
へい

次
じ

（彦根藩士）が、
門弥の陸船車を研究改良し、新たな陸船車を製作したこ
とを図面とともに記したものです。
　久平次の陸船車は船に車輪がついた形をしており、こ
の古文書が発見された大正時代から現在まで、「ヨーロッ
パよりもはるか以前に発明された自転車、あるいは自動
車」として、たびたび新聞などでも取り上げられてきま
した。
　門弥の陸船車は久平次に影響を与えたという意味で、
「世界最古の自転車あるいは自動車」と言えるはずなの
ですが、史料も少なくその構造について学術的な研究が
進んでいなかったことから、これまで世にクロースアッ
プされませんでした。門弥とは北堀村本田の組頭を代々
務めた実在の人物、庄田門弥であることは確かであり、
近年本庄の歴史研究者を中心に、陸船車についてもっと
光を当てようという声も高まっていました。
　このたび歴史民俗資料館の増田館長が、多くの研究者
の協力を得て門弥の陸船車の構造を研究し、久平次の陸
船車はあくまで「世界最古のクランクペダル式を採用し
た自転車機能」であり、門弥の陸船車こそが「世界最古
の自転車機能」である、と結論づける学術論文を発表し
ました。この論文が世に出ることの意味は非常に大きい
と思います。
　それにしても本庄には大変な発明家がいたものです。
なお、資料館ではこれから先、有志の市民と陸船車の実
物大復元品の製作や実験を予定しており、今後の展開が
楽しみです。

本庄市長

小
島
南
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
廃
止
さ

れ
ま
し
た

　

長
い
間
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
小
島
南

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、給
食
セ
ン
タ
ー

建
替
工
事
等
の
た
め
、
廃
止
と
な

り
ま
し
た
。
ご
利
用
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

４
月
１
日
か
ら
大
規
模
建
築
物
の

届
出
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す

　

埼
玉
県
で
は
、
平
成
16
年
制
定

の
景
観
法
を
活
用
し
、
田
園
と
都

市
が
織
り
成
す
美
し
い
景
観
を
目

指
し
て
「
埼
玉
県
景
観
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
４
月
１
日
か
ら

大
規
模
な
建
築
物
を
建
築
す
る
場

合
等
に
は
届
出
が
必
要
と
な
り
、

建
築
物
の
外
観
の
色
彩
等
に
つ
い

て
、
良
好
な
景
観
形
成
の
た
め
の

誘
導
を
行
い
ま
す
。

対
象
区
域　

市
内
全
域

届
出
対
象
行
為

・ 

建
築
物　

高
さ
が
15
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
も
の
、
ま
た
は
建
築

面
積
が
１
、
０
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
も
の

・ 

工
作
物　

高
さ
が
15
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
も
の

届 

出
先　

建
築
開
発
課
（
市
役
所

２
階
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
建
築
開
発
課
☎
㉕
１
１
４
０

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ

た
価
格
の
縦
覧
・
閲
覧
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
度
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
の
縦
覧
・

閲
覧
を
実
施
し
ま
す
。

【
土
地
・
家
屋
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
】

　

市
内
所
在
の
課
税
対
象
と
な
る

土
地
ま
た
は
家
屋
に
つ
い
て
、
土

地
の
納
税
義
務
者
は
（
自
己
所
有

の
土
地
だ
け
で
は
な
く
他
の
所
有

の
土
地
も
含
め
て
）
土
地
課
税
台

帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
を
、
家
屋

の
納
税
義
務
者
は
（
自
己
所
有
の

家
屋
だ
け
で
は
な
く
他
の
所
有
の

家
屋
も
含
め
て
）
家
屋
課
税
台
帳

に
登
録
さ
れ
た
価
格
を
縦
覧
で
き

ま
す
。

【
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
】

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
う
ち
、

自
己
の
資
産
に
つ
い
て
記
載
さ
れ

た
部
分
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
を
借
り
て
い
る
人

は
そ
の
土
地
に
つ
い
て
、
家
屋
を

借
り
て
い
る
人
は
そ
の
家
屋
お
よ

び
そ
の
敷
地
の
土
地
に
つ
い
て
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
記
載
内
容

を
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
宅
地
の
標
準
的
な
価
格
の
閲
覧
】

　

固
定
資
産
税
に
係
る
標
準
的
な

宅
地
の
価
格
に
つ
い
て
、
ど
な
た

で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。
市
街
化
区

域
に
お
い
て
は
、
標
準
宅
地
の
位

置
お
よ
び
街
路
ご
と
の
路
線
価
を
、

市
街
化
区
域
以
外
に
お
い
て
は
、

標
準
宅
地
の
位
置
お
よ
び
単
位
地

積
当
た
り
の
価
格
を
閲
覧
で
き
ま

す
。

縦
覧
・
閲
覧
期
間

　

４
月
１
日
㈫
〜
６
月
２
日
㈪

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

縦
覧
・
閲
覧
場
所

　

課
税
課
（
市
役
所
１
階
）

※
総
合
支
所
で
は
行
い
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

手
数
料　

無
料

持
参
す
る
も
の

　

 

身
分
証
明
証
（
免
許
証
、
保
険

証
等
）・
印
鑑

※
代
理
人
の
場
合
は
、
代
理
人
選

任
届
が
必
要
で
す
。
ま
た
、借
地
・

借
家
人
で
閲
覧
を
希
望
す
る
人
は
、

賃
貸
借
契
約
書
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

★
課
税
課
☎
㉕
１
１
２
１

▲門弥式陸船車（模型）


